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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本
経営に入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場
企業経営トップおよびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバ

ル戦略の構築から、製造現場の現場力向上、品質革新など、経営全般にわたり幅広く活躍している。
実践に裏打ちされた「わかりやすい」コンサルティングが身上。「ものづくり経営入門」（日経
BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演も多い。
　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コンサルティング協会）認定コンサルタント、公益社団法
人全日本能率連盟認定マスターマネジメントコンサルタント、経済産業大臣登録中小企業診断士

㈱ジェムコ日本経営   /   常務理事 グローバル事業担当
高橋 功吉 （たかはし こうきち）

【第10面に続く】

  色々と部下に指示をする際、その指示にはいくらコストがかか

るか意識しているだろうか。この資料を作ってくれという指示で、

その資料作りには何分の時間がかかり、それはコストとしていく

らかかることになるかわかっているかということだ。もちろん同

じ仕事を指示しても、時間のかかる人もいれば、短時間でできる

人もいる。「急ぐ仕事は一番忙しい人に頼め」というのは仕事を

依頼する時の鉄則だが、それはスピードだけの話しではなく、短

時間でできる人は時間のかかる人と比較するとコスト面でも大き

な差があるからだ。

  今回なぜこのことを記載したかということだが、仕事を指示し

たり、会議などで人を招集する場合も同じだが、コストを意識し

ていないのではないかと感じることが結構多いからだ。自分の興

味で仕事を指示するのは論外だが、誰に指示するのがもっとも効

率的かが検討されていないのではないかというようなケースや、

目的を逸脱した質問で会議を長引かせているのではと感じる場面

が結構あるということだ。

コストを意識することの効果

  実は、コストを意識した人の使い方をすることは、利益だけで

はなく、無駄な仕事の排除、働き方改革、人の育成にも結び付く。

前述したように、時間のかかる人に仕事を指示すればコストは高

くなる。得意ではない仕事を指示しても時間ばかりかかって適切

なアウトプットは出せない。人を活かすという点からすると、人

の使い方に問題があるということになる。一番安いコストで最大

の効果を出すことを考えることは、適性も踏まえ最大限に人を活

かすことに通じるということだ。

  また、仕事を指示する際にいくらのコストがかかるかわかれば、

それだけのコストをかける価値はあるだろうかという判断もでき

ることになる。資料作成一つも、わざわざこの資料を作成させな

くても、これを見れば十分わかるというような場合、コストをか

けてこの資料を作らせる意味はない。コスト意識が無い企業の場

合は経営判断に必要のない資料まで作成していることは多い。逆

にコスト意識の高い企業は同じ内容でも１枚でポイントが把握で

きるように工夫をしている。働き方改革が叫ばれている中で、ム

ダな仕事の排除という視点からもコストという視点で仕事の中身

を見直してみることは有効だ。

  尚、コストの把握には、この仕事にはどのくらいの時間が必要

になるかが概略でもわかる必要がある。それにその人の人件費

レートを掛ければ指示する仕事に関わる人件費コストはわかる。

ちなみに人件費は単に給与だけではない。賞与や手当、各種の法

定福利費を加えたものだ。

  このように依頼する仕事一つもいくらのコストがかかるかを把

握した上で、真にそれだけのコストをかける価値があるかどうか

を確認してみると、こんなにコストがかかるのであればと考える

第172回 １分のコストを意識しているか
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【第 9面から続く】

  いま世界では、化石燃料から再生可能エネルギーへの大きな転

換が進んでいる。しかしながら、日本ではようやく一部の報道機

関で取り上げ始めた程度で、多くの人たちはその重大さに気づい

ておらず世界の動きから取り残されているようにも感じる。今回

は世界のエネルギー情勢と日本の現状について体系的に考察し、

日本が今後この問題にどのように取り組んでいくべきかを考えて

みたい。

1. 地球温暖化への対策

(1) 温暖化対策とパリ協定
  2015年12月、地球温暖化対策の新しい指針となる「パリ協定」が、

COP21( 第 21 回気候変動枠組条約締約国会議 ) で採択された。パ

リ協定は、先進国・途上国の区別なく、すべての参加国に温室効

果ガス削減に向けた努力を求める枠組みである。国連によると、

現在日本を含む 176 の国・地域がこの協定を批准している。パリ

協定は、世界の平均気温上昇を 2 度、可能ならば 1.5 度未満に抑

える努力を追求するという目標を掲げており、そのために、温室

効果ガスの排出量を実質ゼロにすることを目指している。このよ

うな目標を達成するため、参加国は自主的に温室効果ガスの削減

目標を設定し、5 年ごとに達成状況や今後の取り組みについて説

明する責任を負う。こうした世界レベルのルール作りにより、世

界全体で温暖化対策に取り組む道筋が整えられたといえる。

(2) パリ協定の目標達成と化石燃料の使用限度
  COP の科学的調査を担っている IPCC（気候変動に関する政府間

パネル）の調べでは、人間活動の影響が温暖化の主要因であると

いう認識に立ち、世界の平均気温の上昇と二酸化炭素の排出量の

増加を確認したうえで、これらの二つの動きは比例関係にあると

小澤　仁

『バンカーの目のつけどころ　気のつけどころ』

【第11面に続く】

世界のエネルギー情勢の転換と
日本の進むべき道 

ことも出てくるはずだ。

  よく会議などでは、この会議にかかるコストはいくらかわかっ

ているかというお話しをされる経営者は多い。効率が悪く時間ば

かりかかっている会議であれば、会議に出席している人全員のコ

ストを計算すると恐ろしい金額になる。だからこそ、このような

企業では、より効率よく会議を進めるために、会議の目的を明確

にし、必要資料の事前配布を徹底し、出席者は事前にそれら資料

を読み込んで出席するようにされている。当然のことだが、説明

はポイント部分のみでよく短時間で適切な意思決定もできる。

時間に対するコスト意識を持たせる

  全員が自分の時間当たりのコストはいくらかを意識すると、こ

の仕事にいくらかけたのかという見方ができる。タイでは少ない

が他国の場合は従業員がなぜこの給与額なのか、だれだれと比較

してなぜ低いのかという質問をしてくることがある。大切なこと

は、その理由をきちんと説明すること。何々ができなかった、ど

んな問題を起こしたかといった事実を説明すると共に、仕事のア

ウトプットにどれだけの時間をかけているか、コストにするとい

くらなのかを示すことも有効だ。

　経営者としては、日頃から１分のコストはいくらかというコス

ト意識を持たせ、これを意識した経営推進することも大切という

ことだ。これを意識することで時間を生み出すことができ、新た

な付加価値を産む業務に人を配置できることにつながる。

www.northhillchiangmai.com
https://www.bangkokshuho.com/contact



